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～北海道の自殺対策について～ 
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Government                      （北海道立精神保健福祉センター内） 

************************************************************************************ 

※『Andante：アンダンテ』とは 

「ゆっくりと歩くくらいの速さで」という意味の音楽用語です。 

皆さんは最近、ゆっくりと歩いてみたことはありますか？ 呼吸を整えて、ゆっくりと自分に

とって適度なスピードで歩いているとき、私達の視野はいつもよりぐっと広がり、忙しく過ご

す中では見過ごしがちなものに気が付くことがあります。月に一度、皆さんがふっと一息つき、

少しの時間だけでもゆっくり歩くことを思い出していただけたらと考えています。 

--------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------- 
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************************************************************************************ 

【１】北海道における自殺の現状 

◇令和7年7月末の自殺者数（暫定値）[警察庁]◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇ 

警察庁より令和 7年 7月末の月別自殺者数の暫定値が発表されました。 

令和 7年 7月の北海道の自殺者数は 67 人でした。また、全国の自殺者数は 1,468 人、その

うち男性は 994 人、女性は 474人でした。 

以下に、北海道および全国の前月比と前年同月比の自殺者数を示します。 

 

1. 令和7年7月末と令和7年6月末の月別自殺者数の比較         （単位：人） 

 北海道 全国 全国（男性） 全国（女性） 

令和 7年 7月 67 1,468 994 474 

令和 7年 6月 76 1,615 1,102 513 

前 月 比 -9 -147 -108 -39 

 

令和 7年 7月の自殺者数は、前月比では、北海道、全国（総数・男性・女性）において減少

でした。全国 47 都道府県の中で、自殺者数が増加したのは 18、減少したのは 28、変化なしは

1 でした。 
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2. 令和7年7月と令和6年7月の月別自殺者数の比較           （単位：人） 

 北海道 全国 全国（男性） 全国（女性） 

令和 7年 7月 67 1,468 994 474 

令和 6年 7月 92 1,770 1,187 583 

前 年 比 -25 -302 -193 -109 

 

前年同月比では、北海道、全国（総数・男性・女性）において減少でした。また、全国 47

都道府県の中で、自殺者数が増加したのは 17、減少したのは 29、増減なしは 1でした。 

 

参考文献 

警察庁、2025、「自殺統計」、https://www.npa.go.jp/publications/statistics/safetylife/jisatsu.html 

 

 

◇令和6年における原因・動機別自殺者数（確定値）[警察庁]◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇ 

今回は、警察庁「令和 6年中における自殺の概況」（確定値）および厚生労働省「地域にお

ける自殺の基礎資料」（発見日・発見地集計）より、全国及び北海道における原因・動機別自

殺者数をまとめます。 

 

1. 令和6年全国における男女別原因・動機別自殺者数、および前年比         （単位：人） 

 総数 男性 女性 

自殺者数 前年比 自殺者数 前年比 自殺者数 前年比 

自殺者数 20,320 -1,517 13,801 -1,061 6,519 -456 

家庭問題 4,297 -411 2,643 -234 1,654 -177 

健康問題 12,029 -374 7,063 -161 4,966 -213 

経済・生活問題 5,092 -89 4,459 -49 633 -40 

勤務問題 2,564 -311 2,146 -305 418 -6 

男女問題 868 -9 526 -10 342 +1 

学校問題 572 +48 350 +10 222 +38 

その他 1,704 -72 1,198 -46 506 -26 

不詳 1,985 -403 1,479 -314 506 -89 

※ 自殺の原因・動機に係る集計については、家族の証言等から自殺の原因・動機と考えられ

るものについて、原因・動機を 4つまで計上可能としているため、原因・動機特定者の原

因・動機別の和 と原因・動機特定者数とは一致しない。 

 

全国における令和 6 年の自殺者数は 20,320 人（前年比 1,517 人減少）、そのうち男性は 13,801

人（前年比 1,061人減少）、女性は 6,519 人（前年比 456 人減少）でした。 

原因・動機別で見ると、総数において最も多いのは「健康問題」で 12,029人、次に「経済・

生活問題」で 5,092人、「家庭問題」で 4,297 人と続きます。前年比をみると、「学校問題」にお

いてのみ増加となっています。それ以外の項目においては減少となっています。 

男女別で見ると、男性、女性ともに「学校問題」において前年比増加が見られています。ま

た、女性においては「男女問題」においても増加が見られます。それ以外の項目においては減

少となっています。 
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2. 令和6年北海道における男女別原因・動機別別自殺者数、および前年比     （単位：人） 

 総数 男性 女性 

自殺者数 前年比 自殺者数 前年比 自殺者 前年比 

自殺者数 976 -76 645 -65 331 -11 

家庭問題 208 -50 126 -23 82 -27 

健康問題 447 -14 239 -18 208 +4 

経済・生活問題 280 -18 229 -23 51 +5 

勤務問題 136 -46 120 -38 16 -8 

男女問題 57 -8 37 +5 20 -13 

学校問題 18 +2 8 +1 10 +1 

その他 90 +4 55 -6 35 +10 

不詳 147 -25 105 -23 42 -2 

※ 自殺の原因・動機に係る集計については、家族の証言等から自殺の原因・動機と考えられ

るものについて、原因・動機を 4つまで計上可能としているため、原因・動機特定者の原

因・動機別の和 と原因・動機特定者数とは一致しない。 

 

北海道における令和 6年中の自殺者数は 976人（前年比 76 人減少）、そのうち男性は 645 人

（前年比 65 人減少）、女性は 331人（前年比 11人減少）でした。 

原因・動機別に見ると、総数において最も多いのは「健康問題」で 447人、次に「経済・生

活問題」で 280人、「家庭問題」で 208人と続きます。前年比を見ると、「学校問題」・「その他」

において増加、「家庭問題」・「健康問題」・「経済・生活問題」・「勤務問題」・「男女問題」・「不詳」

において減少となっています。 

男女別に見ると、男性、女性ともに「学校問題」において前年比増加が見られます。また、

男性の「男女問題」、女性の「健康問題」・「経済・生活問題」・「その他」において前年比増加が

見られ、それ以外の項目については減少となっています。 

 

令和 6 年の原因・動機別自殺者数は、北海道、全国ともに「健康問題」、「経済・生活問題」、

「家庭問題」の順に多くなっています。前年比については多くの項目において減少が見られま

すが、全国・北海道ともに「学校問題」において増加が見られました。この状況は家庭問題や

社会問題などへのアプローチが進んでいる一方で、子どもや学校を取り巻く問題には手が届い

ていない様子が窺えます。教育や医療、地域、経済など様々な分野での協力、関連施策・関連

機関との連携といった生きることの包括的な支援の推進が期待されます。 

 

参考文献 

「令和 6 年中における自殺の状況」、2025、厚生労働省・援護局総務課自殺対策推進室警察庁

生活安全局生活安全企画課 

 「地域における自殺の基礎資料」、2025、厚生労働省 社会・援護局総務課自殺対策推進室調

査分析係 
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【２】自殺について知ろう 

◇「令和5年度 児童生徒の問題行動・不登校等生徒指導上の諸課題に関する調査」について[文

部科学省]◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇ 

こどもや若者の自殺は長期休暇明け前後に増加する傾向があると言われています。それを踏

まえて、厚生労働省は、本年も 8月 1日から、自殺防止の啓発活動をこども家庭庁、文部科学

省、内閣府孤独・孤立対策推進室と連携して実施しています。また、小中高生の自殺者数は、

近年増加傾向が続き、令和 6 年の小中高生の自殺者数は過去最多の 529人となり、極めて深刻

な状況が続いているとし、「自殺総合対策大綱」及び「こどもの自殺対策緊急強化プラン」に基

づいたこども・若者の自殺防止に向けた取組を推進しています。具体的な取り組みについては、

厚生労働省のホームページ「自殺対策」（https://www.mhlw.go.jp/stf/jisatsutaisaku_press250801.html）

にまとめられていますので、そちらをご参照ください。 

 

今回の Andante では、文部科学省が毎年公表している「児童生徒の問題行動・不登校等生徒

指導上の諸課題に関する調査」より、児童生徒の自殺の状況についてご紹介します。現時点で

は令和 5年が最新となり少し古いデータではありますが、普段よく目にする警察庁自殺統計と

は違い、学校が把握し計上したデータとなっており、自殺した児童生徒が置かれていた状況に

ついての記載もあります。紙面の関係上一部の紹介となりますので、興味のある方は原本の方

（https://www.mext.go.jp/a_menu/shotou/seitoshidou/1302902.htm）もご参考ください。文末には児

童生徒のことでお悩みの方や児童生徒本人に向けた相談窓口の紹介もあります。 

 

 

○ 児童生徒の自殺の状況 年次推移 

 

 小学生（人） 中学生（人） 高校生（人） 計（人） 

令和元年度 4 91 222 317 

令和 2年度 7 103 305 415 

令和 3年度 8 109 251 368 

令和 4年度 19 123 269 411 

令和 5年度 11 126 260 397 

 

 

図. 児童生徒の自殺の状況の推移グラフ. 
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○ 自殺した児童生徒が置かれていた状況（国公私立） 
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○ 相談窓口 

こども・若者の自殺対策として、これまでにも様々な取組がなされてきました。しかしなが

ら、「パンク状態にある相談現場の現状」や「“相談すること”への心理的なハードル」といっ

た課題もあり、従来の自殺対策や既存の支援の枠組みではアウトリーチできない人も少なくあ

りません。お悩みのことを一人で抱え込まず、それぞれのスタイルに合った形でご相談くださ

い。 

 

悩みや困ったことなどの

相談窓口 

まもろうよこころ 

悩みがある人、困っている人に対する電話や SNS の相談窓口を総合的

に紹介しているサイトです。 

ホームページ： https://www.mhlw.go.jp/mamorouyokokoro/ 

24時間子供SOSダイヤル 

18 歳までのこどもがかける電話で、悩みの内容などに合わせて相談で

きる窓口を紹介します。 

連絡先：☎0120-0-78310 

#いのちSOS 

「死にたい」「消えたい」「生きることに疲れた」などの気持ちを専門の相談

員が受け止め、状況を整理し、必要な支援策などについて一緒に考えます。

24時間365日対応。 

連絡先：☎0120-061-338 

支援情報検索サイト 

どこに相談したらいいのか分からない時は「支援情報検索サイト」にて地

域別、方法別、悩み別に相談窓口を検索することができます。 

ホームページ： https://shienjoho.go.jp/ 

児童生徒の相談窓口 子ども相談支援センター 

連絡先：☎0120-3882-56 

受付日時：毎日24時間 

ホームページ： https://www.dokyoi.pref.hokkaido.lg.jp/hk/ssa

/ijimedenwasoudan.html 

子どもの人権110番 

連絡先：☎0120-007-110 

受付日時：（月～金）8:30～17:15 

ホームページ： https://www.moj.go.jp/JINKEN/jinken112.html 

各児童相談所 

ホームページ： https://www.pref.hokkaido.lg.jp/hf/cuj/7317

9.html 

チャイルドライン 

連絡先：☎0120-99-7777 

受付日時：（月～土）16:00～21:00 

ホームページ： https://childline.or.jp/ 

相談に抵抗のある方へ webサイト「かくれてしまえばいいのです（かくれが）」 

匿名・無料で24時間いつでも誰でも利用できる居場所空間 

ホームページ： https://kakurega.lifelink.or.jp/ 

 

参考文献 

文部科学省、「令和 5年度 児童生徒の問題行動・不登校等生徒指導上の諸課題に関する調

査」、2024、https://www.mext.go.jp/a_menu/shotou/seitoshidou/1302902.htm 
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【３】お知らせ 

◇ 精神保健福祉センターでは、こころの電話相談を次の時間帯で行っています。 

月曜から金曜日 

土曜・日曜・祝日（12 月 29 日～1月 3 日を除く）    

9:00～21:00 

10:00～16:00 

（直通）Tell: 011-864-1294 

※札幌市民以外の道民が対象 

（全国共通ナビダイヤル）Tell: 0570-064-556 

※厚生労働省 こころの健康相談統一ダイヤル 

※ご相談の電話が集中しますと、つながりにくい状態になりますがご了承ください。 

  

◇ 現在北海道でも、こころの健康SNS（LINE）相談が開設されています。 

 詳しくは、下記のリンクをご覧ください。 

 

北海道こころの健康 SNS相談窓口：https://www.pref.hokkaido.lg.jp/hf/shf/linesoudan.html 

 

◇ ホームページをご覧ください 

北海道地域自殺対策推進センターのホームページを開設しています。最新の北海道の状況を

掲載しており、より情報を見やすく、分かりやすくお伝えできるよう心がけています。また、

Andanteのバックナンバーへのリンクもございますので是非ご覧ください。 

 

ホームページURL：https://www.pref.hokkaido.lg.jp/hf/sfc/a0002/ 

 

【４】編集後記 

毎年 9 月 10 日から 16 日は「自殺予防週間」、毎年 3 月は「自殺対策強化月間」と自殺対策

基本法によって定められています。この期間は、国、地方公共団体、関係団体等が連携して「い

のち支える自殺対策」という理念を前面に打ち出した啓発活動が推進されます。現在、厚生労

働省のホームページ内「まもろうよ こころ」では、SNSなどで気軽に活用していただけるバ

ナー画像や PDFのデータなどを集めたページ「広げてみよう支え合い」が公開されています。

興味のある方は是非覗いてみてください。 

 

いつもご愛読ありがとうございます。 

次号 Vol.195 は、令和 7 年 9 月末に北海道立精神保健福祉センターホームページ上で公開予

定です。 

 

＊ご質問、ご要望等お問い合わせ先＊ 

北海道立精神保健福祉センター 

札幌市白石区本通 16丁目北 6番 34号 

Tel 011-864-7121／Fax 011-864-9546 

URL https://www.pref.hokkaido.lg.jp/hf/sfc/ 

Mail hofuku.seishin1@pref.hokkaido.lg.jp 


